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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
最
新
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口

に
よ
る
と
、全
国
に
占
め
る
東
京
圏
の

人
口
割
合
、つ
ま
り
人
口
集
中
度
は
緩

や
か
に
上
昇
し
、東
京
一
極
集
中
は
継

続
し
ま
す
。そ
の
一
方
、半
数
以
上
の

道
府
県
で
県
庁
所
在
地
等
の
地
域
経

済
の
中
心
都
市
人
口
の
割
合
は
、東
京

圏
の
人
口
集
中
度
以
上
に
大
き
く
上

昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
、今
後
は
東
京
一
極
集
中
以
上
に

「
多
極
集
住
」が
進
む
と
い
う
こ
と
で

す
。全
国
の
都
道
府
県
、市
町
村
、東
京

都
区
部
、政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
行

政
区
の
、そ
れ
ぞ
れ
の
2
0
5
0
年
ま

で
の
将
来
推
計
人
口『
日
本
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口（
2
0
2
3
年
推
計
）』

が
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
か
ら
2
0
2
3
年
末
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。前
回
は
2
0
1
5
年
の
国
勢

調
査
を
受
け
て
2
0
1
8
年
3
月
に

公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
全
国
の
将
来

推
計
人
口
の
公
表
が
遅
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、地
域
別
将
来
推
計
人
口
も
遅

れ
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
は
、日

本
地
域
社
会
の
将
来
像
を
表
す
基
本

的
な
指
標
で
あ
り
、日
本
の
将
来
の
姿

が
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。日
本
全
体

の
人
口
は
2
0
0
8
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
始
め
ま
し
た
が
、地
方
圏
で
は多 極 集 住

東京圏

長野市

名古屋市大阪圏

今
後
は
東
京
一
極
集
中
以
上
に

　
　
　
　
地
域
の
中
心
都
市
に
人
口
が
集
中
す
る
「
多
極
集
住
」
へ

都
市
間
格
差
、
不
動
産
格
差
拡
大

都
市
に
集
中
す
る
人
口

　

      

地
方
で
も
加
速
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ま
た
、全
体
の
人
口
に
占

め
る
6
5
歳
以
上
の
割
合
は

　

今
回
の
地
域
別
将
来
推
計

人
口
に
よ
る
と
、2
0
1
5 

年
か
ら
2
0
2
0 

年
に
か

け
て
人
口
が
減
少
し
た
3
9 

道
府
県
に
お
い
て
、今
後
人

口
が
反
転
上
昇
す
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

に
、人
口
減
少
が
一
度
始

ま
っ
た
地
域
は
反
転
上
昇
が

極
め
て
難
し
い
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
推
計
に
よ

り
ま
す
と
、2
0
5
0 

年
の

人
口
を
2
0
2
0 

年
比
で

見
ま
す
と
、増
加
す
る
の
は

東
京
都
だ
け
で
す
。沖
縄
県

は
わ
ず
か
な
減
少
に
と
ど
ま

お
り
、2
0
2
0
年
の
国
勢

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、自

治
体
別
の
推
計
を
公
表
し
ま

し
た
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

2
0
5
0
年
に
は
日
本
の
人

口
は
1
億
4
0
0
万
人
余
り

に
な
り
、東
京
を
除
く
す
べ

て
の
道
府
県
で
2
0
2
0
年

よ
り
減
少
す
る
見
通
し
で

す
。2
0
5
0
年
ま
で
の

3
0
年
間
で
人
口
の
減
少
率

が
最
も
大
き
い
の
は
秋
田
で

4
2
％
、青
森
が
3
9
％
、岩

手
と
高
知
が
3
5
％
な
ど
と

な
っ
て
い
て
、全
体
の
2
割

に
あ
た
る
1
1
の
県
で
は

3
0
％
以
上
減
少
す
る
見
通

し
で
す
。市
区
町
村
別
で
み

る
と
、全
体
の
9
6
％
の
自

治
体
で
2
0
5
0
年
の
人
口

が
2
0
2
0
年
よ
り
減
少

し
、6
割
の
自
治
体
で
は
人

口
が
3
0
％
以
上
減
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

2
0
5
0
年
に
は
東
京
を

除
く
す
べ
て
の
道
府
県
で

人
口
が
今
よ
り
減
り
、こ
の

う
ち
2
割
は
3
0
％
以
上

減
る
と
い
う
推
計
を
国
の

研
究
所
が
ま
と
め
ま
し
た
。

 　

人
口
減
少
が
進
む
ペ
ー

ス
に
地
域
で
差
が
出
て
く

る
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。「
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
」は
5
年
ご
と
に
人
口

の
将
来
推
計
を
ま
と
め
て

そ
れ
よ
り
早
く
人
口
減
少

が
進
ん
だ
と
こ
ろ
が
多
い

こ
と
も
あ
っ
て
、人
口
減
少

へ
の
危
機
感
は
大
都
市
圏

秋
田
が
最
も
高
く

5
0
％
と
半
数
を
占
め

る

ほ

か
、
青

森

で

4
8
％
、岩
手
で
4
6
％

な
ど
と
な
る
見
通
し
で

す
。た
だ
し
、大
都
市
圏

以
外
の
多
く
の
地
域
で

は
6
5
歳
以
上
の
人
口

も
減
少
に
転
じ
、市
区
町

村
別
で
は
7
割
の
自
治

体
で
6
5
歳
以
上
の
人

口
が
減
る
と
推
計
し
て

い
ま
す
。

　

推
計
で
は
、特
に
東
京

に
人
口
は
集
中
し
ま
す

が
、大
都
市
で
は
人
口
が

維
持
さ
れ
、一
方
、地
方

で
は
人
口
が
激
し
く
減

少
す
る
両
極
端
の
推
計

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、人
口
減
少
の
ペ
ー
ス

が
早
い
地
方
で
は
、こ
れ

ま
で
使
っ
て
い
た
イ
ン

フ
ラ
や
公
共
交
通
機
関

が
存
続
で
き
な
く
な
り

ま
す
か
ら
、人
口
の
規
模

に
見
合
う
よ
う
見
直
し

て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

ま
た
特
に
地
方
で
は
、高

齢
者
を
中
心
に
地
域
で
暮
ら

す
人
の
生
活
の
質
が
落
ち
な

り
ま
す
が
、そ
れ
以
外
は

2
0
2
0 

年
〜
2
0
5
0 

年
に
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

そ
の
中
で
減
少
が
際
立
つ
の

は
大
阪
圏（
大
阪
府
、京
都

府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
）。

2
0
2
0 

年
〜
2
0
5
0 

年
の
大
阪
府
の
人
口
減
少
率

は
▲
1
7
．8
％
で
、東
京
圏

（
東
京
都
、神
奈
川
県
、千
葉

県
、埼
玉
県
）の
4 

都
県
や

愛
知
県
、福
岡
県
と
い
っ
た

全
国
有
数
の
大
都
市
を
抱
え

る
県
よ
り
減
少
率
が
か
な
り

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
課
題

と
な
る
で
し
ょ
う
。最
早
、車

で
の
移
動
を
中
心
と
し
て
拡

大
さ
せ
て
ゆ
く
地
域
の
あ
り

方
な
ど
考
え
て
い
る
場
合
で

は
な
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、地
方
の
人
口
減

少
を
止
め
る
た
め
に
は
企
業

の
役
割
が
重
要
に
な
り
ま

す
。若
い
世
代
が
一
方
的
に

地
方
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う

状
況
を
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、企
業
の
役
割
は
非
常
に

重
要
で
、地
域
で
事
業
を
継

続
・
発
展
さ
せ
、雇
用
を
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。特
に
今
は
女

性
の
東
京
へ
の
流
入
が
多

く
、今
後
、想
定
以
上
に
子
ど

も
が
減
る
地
域
が
出
て
く
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。女

性
の
雇
用
を
ど
う
生
み
出
し

て
地
域
に
留
め
て
お
く
か

が
、行
政
に
と
っ
て
必
要
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

の
人
々
よ
り
も
地
方
圏
の

人
々
の
方
が
、現
実
問
題
と

し
て
実
感
し
て
い
ま
す
か

ら
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。
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※福島県「浜通り地域」は1地域としてまとめて推計

人
口
減
少
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日
本 
2
0
5
0
年
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ど
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な
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東
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集
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今
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続
く
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